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超新星残骸 (SNR)に付随する分子雲の特定・精密定量は、星間ガスの加熱や電離のみならず、宇宙線加速機構
や高エネルギー放射の起源を理解するうえで本質的である。特に、SNR衝撃波と粒状分子雲の衝突は、乱流磁場
増幅を伴うシンクロトロン X線の増光や、衝撃波の急減速による SNRシェルの変形を引き起こすと見られる。
Tycho’s SNRは距離∼3 kpcに存在し、視直径∼8分角 (∼6 pc) のX線で明るい若い (年齢 ∼450 yr) SNRであ
り、12CO輝線の観測から分子雲の付随が報告されている (e.g., Zhou et al. 2016)。また、Tanaka et al. (2021)
はChandra衛星による 12年間のX線データから数年スケールの急減速を発見し、分子雲との付随が想起される
が、両者の詳しい比較研究は行われていない。今回我々は、野辺山 45-m鏡による 12COおよび 13CO (J = 1–0)
輝線観測を、前例のない角度・空間分解能 (∼19秒角または ∼0.3 pc) で実施したので報告する。結果として、
13COで明るく見られるX線シェル北東部に沿った高密度分子雲の存在を初めて捉えた。これら分子雲の総質量
は ∼2 × 103 M⊙であり、SNR視直径に対応する膨張運動 ∼10 km s−1 を示す。また、分子雲の SNRシェルに
対する方位角分布は、衝撃波速度のそれと概ね対応しており、これは衝撃波-分子雲相互作用を裏付ける。以上を
踏まえ本講演では、Tycho’s SNRにおける衝撃波と付随分子雲の関係について議論する。


